
1 

 

 

【2026 年度 研修生募集のお知らせ】 

日本介助犬協会は「人にも動物にもやさしく楽しい社会をめざして」を事業理念とし、介助

犬の育成・普及啓発活動や、動物介在活動・動物介在療法、付添犬派遣等、犬の可能性を信

じ、人と犬をつなぐ取り組みとして様々な活動を行っています。 

 

日本介助犬協会で 2026 年度研修生として一緒に働きながら学んで頂ける方を募集します。 

 

応募期間 2025 年 7 月 1 日（火）～  ※定員に達し次第終了致します 

選考方法 一次選考：書類・論文 

二次選考：オンライン面接 

最終選考：適性検査・面接 

一次選考書類 1 履歴書（3 ヶ月以内の写真添付） 

2 職務履歴書（職歴ある方のみ） 

3 論文 800~1000 字 

【テーマ：協会に関わることで自身が貢献したい（できる）と思うこ

と】 

選考日/場所 二次選考：随時（オンラインにて）2025 年 8 月 1 日(金)~ 

最終選考：10～12 月中（介助犬総合訓練センターにて） 

応募方法 必要書類を郵送又は持参にて提出（書類は返却しません） 

送付先 

〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜 2-5-9 新横浜フジカビル 3F 

社会福祉法人 日本介助犬協会 研修担当者宛 

 

※研修生応募と記載下さい 

 

 

一次選考の結果は、 

応募書類が届いてから 1 ヶ月以内にハガキ・メールもしくは電話にてお知らせいたします。 
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＜募集要項＞ 

勤務/研修

場所 

愛知県長久手市福井 1590-51 介助犬総合訓練センター ～シンシアの丘～ 

※新横浜本部での研修あり 

募集人数 若干名 

雇用期間 

(研修期間) 

2026年 4月 1日~9月 30日（6ヶ月間） 

※研修期間終了後の雇用契約更新は成績・態度等により判断し、本人との

合意による 

研修内容 ・飼育管理/訓練業務（犬の飼育に関わる犬舎業務を通して犬についての理

解を深め、ケア・訓練等について学ぶ） 

・パピー/繁殖業務（パピーの社会化・レッスン、パピーホーム指導、繁殖

業務等について学ぶ） 

・公益業務（DI 犬評価、ハンドラー養成、動物介在療法や動物介在活動等

に関わる業務について学ぶ） 

・広報/総務業務（イベント・講演・デモンストレーション、管理業務等に

ついて学ぶ） 

業務内容 犬舎管理、イベント・講演手伝い、その他付随する業務 

求める人材 ・協会の事業理念に賛同し、障害のある人が介助犬とともにいつでもどこで

も一緒に暮らせる地域共生社会の実現を共に目指せる人 

・動物福祉を遵守し犬の飼育及び訓練に向き合える人 

・犬を介して人との関わりを楽しむことができる人 

・国際的な広い視野を持つ人 

応募条件 学歴：高卒以上 

資格：普通自動車免許取得（AT 限定可） 

その他：PC の基本操作（Word、Excel、PowerPoint）ができる人 

雇用形態 週 30 時間の有期契約職員（OJT 勤務）。 

その他、週１０時間の課題・訓練同行等の研修（受講料は無し） 

※シフト制（早番・夜番・宿直あり）週休２日 

（健康保険・厚生年金保険・雇用保険・労災保険加入） 

給与 時給 1,162 円（別途、時間外手当 宿直手当あり） 

その他 訓練センター住込み可（研修期間（6 ヶ月間））  

※電気・光熱費等一部負担あり 

 

＜問い合わせ先＞ 

社会福祉法人 日本介助犬協会 

本部 研修生担当：桑原亜矢子 

TEL：045-476-9005  Email：info@s-dog.jp 
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